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６－４ ディーゼルエンジン排ガス除塵、脱臭用触媒フィルタ等の 
開発に関する共同研究(第１報) 

施設管理部 施設保全課 
中部管理事務所 ポンプ施設課 
南部管理事務所 ポンプ施設課 

１．研究目的 
当局が使用しているディーゼル機関は、大気汚染防止法の規制対象外となる非常時の使用であ

るため、ばいじん、窒素酸化物（以下「NOX」という。）の対策は未着手であった。 

本研究は、地球環境保全の観点から近年、汚染物質としてクローズアップされているばいじん

や NOXを非常用でも常用並みに排出基準をクリアできるように抑制することを目的とする。 

２．研究内容 
ディーゼル機関の非常時の運転はもとより、起動・負荷試運転時のばいじん、NOXを低減する目

的で設置した、フィルタ等の効果及び長期耐久性を実機で検証する。 

３．研究結果と考察 
研究の実施場所は、汐留ポンプ所（エンジン直結の雨水ポンプ：A 社が担当）と鮫洲ポンプ所

（非常用発電機の原動機：B社が担当）で実施した。 

(1) 黒煙対策としては両社とも効果があった。しかし A 社の場合当該原動機の排出する煙が黒

煙より白煙が多く含まれるため、粒子が細くフィルタの目詰まりが早くなる傾向がある。 

(2) 脱硝運転に要する所要時間は、B 社の方が長かった。これは、ディーゼル機関から除塵・脱

硝装置までの距離が約 8m あり排ガスの温度低下を招いたこと、触媒の反応速度が遅いこと

が原因と考えられる。 

４．今後の研究課題 
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